
◆開　会

◆唱　歌　ロータリーソング（我等の生業）

◆「四つのテスト」唱和

◆来訪ロータリアン　高砂青松ＲＣ　菱田克己会員　

◆歓迎の歌「松の緑」

クラブ会長方針
　「ロータリーを楽しもう」
 　運営方針
　①ロータリーファミリーで親睦の輪を広めよう
　②ロータリアンの自覚とロータリークラブのイメージの向上
　③長期展望でロータリークラブを考えよう
　④６０周年記念事業を成功させよう

田中 作次
２０１２‐１３年度国際ロータリー会長
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◆出席報告
本　日　６月２８日　　会員数４９名　　出席者　　３０名　　出席率　７５．６１%
前々回　６月１４日　　会員数４９名　　修正出席者４１名　　出席率１００．００%

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
濱𥔎日出夫会員　　高砂国際ロータリー２６８０　　３月２日（６／２０）　　　
守光　　隆会員	 ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２７日（６／２０）
江角　清次会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２６日（６／２０）
江角　清次会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２６日（６／２８）
堤　　哲雄会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２５日（６／２８）
藤田　　茂会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２８日（６／２８）　
中木村　明会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ６月２７日（６／２８）　

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
高砂商工会議所　三宅俊宏様……山名会長、坂井幹事、一年間お疲れ様でした。片嶋様、

高木様、次年度頑張って下さい。私、今月６月末をもって高砂商工会
議所を退職する事になりました。高砂ＲＣメンバーとして１１年６ヶ
月、会議所職員として３年５ヶ月長い間お世話になりました。皆様の
ご多幸ご健勝を祈念申し上げます。本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　追伸：素敵な記念誌ありがとうございました。
片嶋　純雄会員……山名会長、ご苦労様でした。
覚野　成広会員……皆様のご協力で、年度内に記念誌を発行する事が出来ました。ありが

とうございました。
山名　克典会長……１年間、御協力ありがとうございました。会員皆様のロータリアンと

しての友情と友愛に感謝します。
脇谷　政孝会員……山名会長、坂井幹事、一年間お疲れ様でした。
伊藤長次郎会員……楽しい一年間スタッフの皆様に感激。
大久保義郎会員……結婚のお祝いを頂き、ありがとうございます。
坂井　智代幹事……一年間ありがとうございました。会員の皆様に助けられ、許され、無

事に任期を終えることが出来ました。深く感謝いたします。
早退１名

◆幹事報告（２，９４６回）
○ガバナー事務所よりのお知らせ
　・ローターアクト地区交流会のご案内
　　日時　平成２５年７月７日（日）　午前１０時〜午後２時3０分
　　場所　須磨浦山上遊園
○国際ロータリー日本事務局経理室から２０１３年７月のレートのお知らせ　１ドル＝９９円



◆本日のプログラム

会長・幹事挨拶　年度末報告 他

◎会長挨拶
　一年間を経時的にふり返りながら御報告させてい
ただきます。
　７月６日第１回例会にて会長・幹事「年間方針」
発表にて、
　会長テーマ「ロータリーを楽しもう」
　運営方針　①ロータリーファミリーで親睦の輪を
　　　　　　　広めよう
　　　　　　②ロータリアンの自覚とロータリー
　　　　　　　クラブのイメージの向上
　　　　　　③長期展望でロータリークラブを考えよう
　　　　　　④６０周年記念事業を成功させよう
　を掲げさせていただきました。又復刻版バナーを作製し、弔旗の新調を今年度の初事業とさ
せていただきました。弔旗の新調がいけなかったのか、７月１０日AM１１：００井上慶治会
員がご逝去されました。５２才の若さでロータリーをこよなく愛されておられましたので、非
常に残念であり、悲しく思います。
　７月１９日には新入会員インフォーメーションを兼ねた有志の会を開催いただきました。今
年度は例年になく７名（加納、江角、竹内、田代、福島、川勝、堤）の新入会員のインフォーメー
ションとなりました。又１月２４日には２回目の新入会員インフォーメーションを開催してい
ただいております。覚野、信原、大村会員にはお世話になりました。
　７月２７日ロンドン五輪の開会式が行われ競技が始まりました。
　８月１２日閉会式を迎えましたが、日本選手団は史上最多のメダルを獲得となり、金７個、
銀１４個、銅１７個の合計３８個でした。
　８月の会員増強月間では、中野会員による会員増強ローラー作戦として日本のロータリーの
SWOT分析を卓話いただき、効果を発しております。
　友愛奉仕活動助成金活用報告では、中尾会員のお世話でモルドバ復興支援報告を受け国際奉
仕委員会として継続的支援が可能なのか脇谷会員に検討していただきましたが、残念ながら実
現できませんでした。又５月１０日には、もう一つの友愛奉仕活動助成金活用報告がありました。
　森はなの伝記を「NHKの朝ドラに」の会長西尾真里様にお越しいただき、ばらーどじろはっ
たんDVDの作製と１２００枚の配布先の報告を受けました。西田会員にはご苦労様でした。
　９月に入りクラブアッセンブリーとして、９月７日東播第２分区ガバナー補佐増田耕太郎様、
９月２１日国際ロータリークラブ第２６８０地区ガバナー石丸鐵太郎様をお迎えいたしました。
先輩会長からガバナー訪問にて会長としての責務は、ほぼ終了とおききしてましたが、なかな
かその雰囲気にはなりませんでした。９月１４日高砂青松ＲＣとの合同例会では、「惑星科学の
４０年来の課題を解決した日本の小惑星探査衛星はやぶさ」と題して、日本中を興奮の坩堝の

山名克典会長



内に入れた小惑星「イトカワ」に着陸し、試料回収に成功した、小惑星探査衛星はやぶさにつ
いて講演いただきました。ワクワクと宇宙への思いを馳せました。
　新入会員の方々の卓話も一人一人個性豊かに、楽しく拝聴しました。特に加納会員の「かぶ
とむしの飼育」「ヘラクレスについて」は興味深く、結局つがいのヘラクレスをいただくことと
なり、一年間の苦労が始まりました。飼育中、雄は生存し、幼虫も４匹確認できておりますが、
冬の間の温度、湿度管理には苦労しました。又小蠅には閉口します。
　１０月の職業奉仕月間では、キッコーマン食品にて職場例会を開催し、福島会員にはお世話
になりました。又１０月８日にはノーベル生理学・医学賞が京都大学の山中伸弥教授に贈られ
ました。生物のあらゆる細胞に成長できる再生医療の実現につながるips細胞を初めて作製して
の受賞でした。最近の話題では、速くも臨床への応用が計画されております。
　１１月に入り、１１月４日秋の家族移動例会「落語家と行く大阪探検クルーズ」大阪聘珍樓
での会食楽しかったです。親睦委員会の方々ご苦労様でした。１１月１６日ロータリー財団月
間で守光会員に卓話していただきました。又当日衆議院解散となりました。
　１２月１６日の衆議院選挙では、自民党圧勝となって地元の渡海紀三朗氏が返り咲きとなり
ました。首相には安倍氏が就任、アベノミクスが現在も続いております。
　１２月７日には、クラブフォーラムとして高砂RC創立６０周年実行委員会報告が開催されま
した。実行委員長、名島一成会員、大会幹事佐野敏晴会員以下各委員長及び委員会名簿が発表
され、いよいよ４月２１日の６０周年記念事業に向け起動開始となりました。
　１２月２３日恒例の新世代の主張が開催され本年も５名の高校生の発表がありました。
　残念なことに、１２月末日をもって砂川次善会員が退会することとなりました。砂川会員は
昭和４６年入会、平成３年〜４年会長を歴任、永きにわたり会計監査として高砂RCを支えてい
ただきました。又日野照彦会員も本年度末日（６月末日）をもって退会となっております。日
野会員は昭和４９年入会、昭和５８−５９年会長を歴任、平成１１−１２年分区代理も歴任さ
れております。お二人とも高砂ＲＣにとっての重鎮であり、生き字引き的存在であり非常に残
念です。
　さて、山名年度も折り返しを迎え、新年となりました。恒例の新年の挨拶初謡曲、高砂市長
登幸人氏による新春放談と順調に経過。
　その頃、私自身が読んでいました一冊の本の紹介をさせていただきました。
　徳間文庫、黄文雄著の「龍を気取る中国	虎の威を借る韓国」です。現在世界での中国韓国の
スタンス、外交姿勢等の理解の参考になればと思います。一読をお勧めします。
　２月１日の大村会員による卓話では「１００％例会出席の記念品の煎茶と焙茶の美味しい淹
れ方」と題して、会員全員によるお茶の淹れ方を実演。日本茶の美味しさを再確認し感激しま
した。
　２月９日には、高砂青松ＲＣの主催で東播第２分区ＩＭが開催されました。２年後には当高
砂RC主催となります。ガバナー補佐予定者の方針に従いすばらしいＩＭとしたく思います。
　又、ロータリーファミリーで親睦の輪を広めようの方針のもとプロバスクラブとの合同例会
を開催していただきました。プロバスクラブ会長小田盛稔氏により卓話「親鸞聖人の教え」を
していただきました。今後さらに親睦の輪を広め深めたいと思います。
　３月２日・３日と地区大会が開催されました。１０数名の会員が最後の親睦会までおつきあ



いいただきました。高砂ＲＣは年間出席率優秀クラブとして表彰されました。
　４月２１日高砂ＲＣ創立６０周年記念式典が執り行われました。
　記念講演会では兵庫県立大学環境人間学部准教授竹内和雄氏により「スマートフォン時代の
いじめを考える」〜逃げ場を失う子供たち〜と題しての重いテーマながら楽しい講演がありま
した。
　引き続いての式典では粛々と進行、祝宴では信原祝宴委員長の企画によるものまねスターに
よるアトラクションは非常に楽しかったです。又飲み物にもご配慮いただき、深く感謝してお
ります。大成功です。
　４月２６日には高砂青松RCとの合同献血例会もありましたが日本赤十字より感謝状がとどい
ております。
　又５月１８日には春の移動家族例会を神戸、ANAクラウンプラザホテルで開催されました。
親睦委員会の皆様ご苦労さまでした。
　その後５月２４日にはパストガバナー安平和彦様による「職業奉仕について」の卓話をいた
だきました。又高砂青松ＲＣとの合同ゴルフコンペ完敗でした！！
　５月３１日よりクラブフォーラムとして引き継ぎ例会。
　６月７日、６月１４日事業報告となり、６月２０日には引き継ぎ移動家族例会を大黒天にて
開催されました。会長幹事とも花束をいただきありがとうございました。
　そしていよいよ本日の会長幹事によります年度末挨拶、年度末報告となっております。
　この一年間ふり返りまして、世の中の大きな動きにまきこまれ、ほんろうされている感じが
しております。
　年頭初のテーマ、方針も充分には出来なかった反省もありますが会員各位のロータリアンと
しての友情・友愛の精神のもと、ご努力・ご協力いただきましたことに深く感謝しております。
　又本日配布いただいた６０周年記念誌もすばらしい出来です。
　覚野記念誌委員長にはありがとうございました。ご苦労様でした。その他会員の皆様に一人
一人感謝の念を述べなければならないと思いますが時間の関係上以上とさせていただきます。
　一年間ありがとうございました。
　最後に坂井幹事にも一年間ありがとうございました。

◎幹事挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　一年間、大変お世話になりました。就任当時に
は理想が色々とありました。できたこともあるの
かもしれませんが、やはりできなかったことのほ
うが頭に残ります。
　一つは、毎月の月初めでの理事会での協議事項・
決定事項を例会で紹介したいと思っていたことで
す。理事会では、重要なことが議題になりますが、
その内容のお知らせはいつも週報に議事録として
掲載するだけでした。毎週きちんと週報を読んでお
られる方はあまり多くないと思われますので、できるだけ幹事報告でアナウンスしたかっ

坂井智代幹事



会　長　山名　克典　　　　　　幹　事　坂井　智代　　　　　　雑誌会報委員長　佐野　敏晴
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ			　					http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/

たのですが、実際はいつも時間に追われてその準備不足で実現ができませんでした。
　また、毎週の幹事報告におきましては、「地区と高砂RCを結ぶ役割」という意味で、ガ
バナー事務所からの連絡を重点的に、お知らせしてきました。しかしそのために当クラブ
での行事の連絡をきちんとできていなかったように思います。各委員長からの委員会報告
だけに頼ってしまいましたので、幹事からもきちんと報告をできればよかったと反省して
います。
　次期幹事様におかれましては、皆様にお伝えすべき情報の選別の重要度を次期幹事なり
によく練ってよろしくお願いします。
その他・・個人的な目標としては、幹事就任中に「かまずに話がでるようになれたら」、「面
白く話ができたら」、「挨拶がうまくできたら」、と色々と思うことはありましたが、１年
だけでは変わることはできませんでした。お聞き苦しいことが多々あったと思いますが、
１年間ご辛抱いただき、本当にありがとうございました。
　幹事の最も重要な役割は、会長のサポートだと前幹事よりよく言われていましたが、そ
れがどこまでできたかはわかりません。山名会長とは医師会活動を通じ癖をよく知ってお
りましたので、「こちらが適当にしていても最後はなんとかしてくれる」という絶対的な
安心感がありました。こちらはできる範囲で頑張ればいいと思っていましたので、精神的
にはとても楽でした。とにかく、山名会長の心臓が１年間もってくれてよかったです。思
い返せば、７月から新年度がはじまるというのに１月には心臓の大手術で休診をしておら
れ、会長ができるのか？という心配がギリギリまでありましたが、見事に復活いただきま
した。やはり最後はなんとかしてくださいます。本当に１年間、山名会長の心臓には感謝
します。山名会長におかれましては一層ご自愛いただきまして、今後ますます各方面での
ご活躍をお祈りいたします。
　幹事任期のこの１年間は、いかに自分がロータリーのことを知っていなかったかを実感
する期間であり、勉強の期間でもありました。また、自分ができないことがいかに多いの
かを自覚する機会でもありました。これからはこの貴重な体験をふまえて、今後のロータ
リー活動で恩返しできたらと思っています。
　みんなに助けられ、許されて、皆さまの寛大さに乗っかっていただけの幹事でしたが、
皆様の暖かい好意と友情に感謝いたします。１年間、本当にありがとうございました。
　今後はフロアの方から、高砂ロータリークラブを盛り上げたいと思いますので、今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。


